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『びわこ地球市民の森のつどい2012』が４月14日（土）“里の森ゾーン”で開催されました。
朝まだ小雨が少し残るあいにくの天候でしたが、恒例のひなぎくこども園の園児達によるオープニン

グセレモニーで元気よくスタートしました。園児達の可愛らしいお遊戯に天気も回復へ。守山市民をは
じめ県内外の方々、森づくりサポーターの皆さん、ガールスカウトやボーイスカウト・緑の少年団の子
ども達など2200人が参加し、3000本の苗木を植樹していただきました。『絆と友情　未来の芽』を
テーマに、みんなの心と力を合わせて未来の森に思いをはせながら一生懸命、丁寧に植えていただきま
した。

樹種木：アキニレ・イロハモミジ・ヤマザクラ・ムクノキ・アラカシ・ヤマモモ・スダジイ・クヌギの８樹種
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『絆と友情　未来の芽』



天候の都合で予定していましたパラグライダーに

よる空からの苗木の投下は中止されましたが、ガー

ルスカウト・ボーイスカウト・緑の少年団の代表の

子ども達から森田実行委員長・宮本守山市長・美濃

部滋賀県土木交通部長にそれぞれ苗木が手渡されま

した。森の整備状況や植樹の説明、そして「森づく

り宣言」の後、一斉植樹が行われました。

森づくりサポーターの皆さんには今回も植樹の指

導・自然観察クイズラリーなどのお手伝い、また

ガールスカウト・ボーイスカウトの皆さんには開会

式からプラカードや植樹場所までの誘導などお手伝

いいただきました。ご協力ありがとうございました。

恒例の明富中学校吹奏楽部の皆さんによる見事な

演奏も披露していただきました。また、盛りだくさ

んの体験ブースや食のブースも大勢の方で賑わい、

吉本興業の「ファミリーレストラン」の二人が各

ブースを回って会場を盛り上げてくれました。



お 知 ら せ
第２回森づくりサポーター活動

　平成24年度第２回目の森づくりサポーター活
動を実施します。
　暑い最中ですが、皆さんの参加をお待ちしてい
ます。

実施期日 平成24年７月21日（土）

内　　容 植栽地の管理作業と自然教室

開催場所 びわこ地球市民の森

植えていただいた一本一本の苗木がすくすくと育ち、緑豊かな森に成長していくのが本当に楽しみで

す。42.5haの広大な敷地に植樹された苗木は、今回のつどいを終えて14万4000本に達しました。

12年目を迎えた“つどいのゾーン”の苗木も随分と大きく成長し、自然林らしい風景に移り変わって

います。花木やどんぐりなどの木の実も季節を彩り、多種の野鳥が安心して飛び交い、心地よいさえず

りを響かせて来園者を楽しませてくれています。昆虫や水鳥・動物たちも増えてきています。

こうして苗木から木々へと順調に成長していけるのも年間を通して除草や間伐・枝落としなど地道な

育樹活動にご協力いただいておりますサポーターの皆さんのおかげと感謝申し上げます。今年も７月・

10月・３月とサポーター活動を予定しておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。

2001年のつどいで植樹したゾーン

現在の成長した様子



編集後記

　「里の森ゾーン」では、この４月から新たにトイレ、休憩施設、駐
車場、案内看板が増設されるなど施設が充実し、一層利用しやすく
なりました。
　今年の夏も猛暑が予想されておりますが、森の内と外とでは大分
体感温度が違います。
　森の爽やかな天然クーラー体験にお出かけください。

2012．５末現在

植栽面積 73,483㎡

参加者数 41,891人

植栽本数 146,352本

(つどいのゾーン) 23,639本

(ふれあいゾーン) 37,459本

(出会いのゾーン) 21,158本

(里の森ゾーン) 64,096本

樹木の名前　豆知識シリーズ　 その７

【紫陽花】
　今回は、前回に引き続き、「紫陽花（アジサイ）」のお話です。

　アジサイは漢字では「紫陽花」と書きますが、字それぞれをどう読んでも「あじさい」とは読めま

せんね。言い伝えでは、「紫陽花」は昔中国の唐の時代にいた詩人「白居易」さん（長編叙事詩「長恨

歌」などで有名な文人で、日本では字
あざな

の「白楽
・

天
・

」の方が通っていますね）が他の紫花の植物に命名

した漢字を日本で平安時代の貴族の源
みなもとの

順
したごう

が在来のアジサイにこの漢字を当てたために広まったようで

す。10世紀の村上天皇御代の勅撰和歌集「後撰和歌集」の５人の撰者の一人であり、当時の博学、詩

人でもあった源順が当てたためでしょうか、今日まで「誤用」として論ずるよりは、梅雨の合間に陽

に向かって花色の変化を愛
め

でる「なるほどの借用」といってもいいような表記として通っていますね。

　ところで、アジサイの花の色は咲き始めの淡い青色から次第に色濃くなり、やがて赤色が加わって

紫色になります。故に「七変化」とか「七変草」の別名もつけられました。

　このような花色の変化から、花言葉には「心変わり」とか「移り気」などが当てられたりします。

それゆえ恋人どうしのお花のやりとりには不適な花ともなっていますね。

　花の色が変化する現象はブ

ルーイングといって、ほとんど

の植物にあるのですが、濃い色

の花や開花時期の短い植物では

わかりにくく、通常は暗くなっ

て嫌われがちですが、他の花の

少ない梅雨時分に、「紫陽花」

ならではの花色の移ろう味わい

も見逃せないものですね。

　次回は「山茶花」（さざんか）

のお話です。

� （文責：柳田英俊）
コアジサイ


